
一
晒
「
肖
ー
ー

彙

報

　
　
　
　
劔
原
博
士
逝
去

　
本
會
評
議
員
京
都
聖
戦
大
士
教
授
文
墨
博
士
原
勝
郎
氏
は
昨
冬

十
二
月
初
旬
膓
を
病
み
、
京
都
大
墨
病
院
に
入
ら
れ
し
が
、
膚
症

直
膓
癌
ざ
決
し
た
る
を
以
て
、
ラ
ジ
ユ
ー
ム
療
法
を
受
く
る
爲
に

紳
戸
三
ノ
宮
佐
野
病
院
に
移
り
、
專
ら
療
養
に
勉
め
ら
れ
し
も
、

本
年
一
月
十
二
日
に
至
ゆ
蒲
勢
頓
に
革
ま
り
て
全
く
危
篤
に
階
り

十
三
H
日
逡
に
｝
遡
去
せ
ら
れ
た
り
。
物
疋
に
漕
涌
櫓
…
に
堪
へ
ざ
る
な
り
。

危
篤
の
趣
天
聴
に
達
す
る
や
、
特
鎗
を
以
て
從
三
位
勲
二
等
に
陞

叙
せ
ら
れ
九
り
。
十
五
日
午
後
踊
時
よ
り
京
都
帝
國
大
序
文
墨
部

陳
列
館
に
於
い
て
告
別
式
執
行
せ
ら
れ
、
婁
内
井
び
に
諸
方
面
の

知
人
卒
業
生
多
数
譲
受
し
書
痙
に
焼
沓
を
行
へ
り
。

　
博
士
は
明
治
西
年
盛
澗
市
に
生
れ
、
二
十
九
年
東
京
帝
國
大
機

文
科
大
畢
史
學
科
を
卒
業
し
同
年
大
學
院
に
入
事
、
三
十
二
年
第

国
高
等
一
校
敏
授
ミ
な
り
、
三
＋
五
年
文
學
博
士
の
學
位
を
授
け

ら
る
。
三
＋
九
年
最
近
世
史
研
究
の
爲
英
米
佛
に
蟹
學
を
撫
ぜ
ら

れ
、
四
＋
二
年
蹄
朝
、
直
ち
に
京
雛
帝
國
大
學
丈
科
大
墨
敏
授
起

　
　
　
第
九
巻
　
喰
年
の
更
學
地
理
學
界

任
ぜ
ら
れ
以
て
今
日
に
及
べ
り
。
こ
の
間
大
正
二
年
に
は
支
那
南

海
方
面
視
察
の
途
に
登
り
、
八
年
に
は
更
に
歓
米
審
國
を
巡
遊
し

審
さ
に
大
職
後
に
於
け
る
世
界
の
歌
勢
を
観
察
せ
ら
れ
た
り
。
十

一
年
以
來
は
文
學
部
長
の
繁
職
に
在
り
、
學
部
の
施
設
縄
管
に
努
．

め
ら
る
Σ
所
甚
だ
多
か
り
き
。
博
士
は
多
年
そ
の
專
攻
た
る
最
近

世
史
の
研
鎭
に
最
も
努
め
ら
れ
、
大
學
に
於
い
て
最
近
世
史
一
斗

を
初
め
・
こ
し
、
米
國
史
・
ビ
ス
マ
ー
ク
及
猫
逸
帝
日
史
・
露
西
亜
近

代
史
・
東
南
亜
細
亜
植
属
一
等
を
講
回
し
、
其
慈
蓄
を
披
濯
ぜ
ら
れ

し
以
外
、
鰻
外
交
時
報
等
に
時
事
問
題
三
際
政
局
に
封
ず
る
卓
載

な
る
論
議
を
寄
せ
ら
れ
、
且
「
昨
年
の
歓
米
」
二
三
「
強
聴
一
見
」
の

如
き
精
到
な
る
調
査
や
鏡
利
な
る
観
察
の
儀
に
成
れ
る
述
作
を
公

に
せ
ら
れ
た
り
。
頁
に
特
筆
す
べ
き
は
、
世
界
大
職
乱
丁
以
來
博

士
が
其
研
究
に
浸
頭
せ
ら
れ
、
普
く
史
料
を
蒐
集
し
て
、
こ
れ
に

犀
利
な
る
批
判
を
下
し
偏
へ
に
精
緻
－
こ
思
懸
を
旨
－
こ
せ
る
大
竃
史

の
編
蓮
に
志
さ
れ
し
こ
ミ
に
し
て
、
撒
年
輩
大
學
に
於
い
て
其
講

義
を
綾
け
ら
れ
っ
Σ
あ
り
し
「
世
界
大
載
史
」
の
稿
本
は
、
既
に
易

々
に
附
せ
ら
れ
し
も
の
三
冊
八
百
餓
頁
に
及
べ
り
。
こ
の
最
も
心

血
を
注
が
れ
し
得
意
の
研
究
か
博
士
の
逝
去
こ
共
に
中
絶
に
肺
す
，

　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
一
六
コ
一
　
（
三
四
七
）



　
　
　
頸
九
巻
　
　
海
嶺
の
史
學
軸
難
學
界

る
の
已
む
な
き
に
至
れ
る
は
、
野
馬
の
嬬
に
深
く
黒
む
べ
き
こ
ミ

な
り
ミ
す
。
爾
博
士
は
船
型
に
於
い
て
，
國
史
潮
に
中
世
武
家
酵

代
に
謝
す
る
食
逃
深
く
、
「
日
本
中
世
史
」
第
一
巻
は
夙
に
斯
界
に

十
徳
せ
ら
れ
た
る
名
著
た
り
、
其
他
史
學
艦
詰
藝
丈
圃
華
等
に
嚢

表
せ
ら
れ
た
る
丈
化
史
的
方
面
の
論
文
は
遡
れ
も
學
界
に
刺
戟
を

輿
へ
し
も
の
に
し
て
、
博
士
一
流
の
見
識
を
示
し
居
れ
り
。
更
に

近
時
大
和
會
よ
り
超
版
せ
ら
れ
た
る
英
文
百
本
史
序
説
な
、
博

士
が
日
本
世
理
ミ
し
て
歓
楽
入
士
に
我
國
文
化
嚢
展
の
費
湘
を
紹

介
せ
ら
れ
た
る
勢
を
多
、
こ
す
べ
き
も
の
た
る
ε
共
に
、
國
畏
全
般

に
封
ず
る
博
士
の
見
解
を
窺
知
す
る
に
足
る
著
述
な
り
。
博
士
逝

い
て
後
、
・
砲
．
の
親
し
み
易
き
快
活
な
る
風
貌
ミ
談
論
風
輪
當
る
べ

か
ら
ざ
る
の
氣
観
ミ
を
追
想
す
れ
ば
，
吾
人
は
樽
た
位
置
ε
痛
恨

の
念
を
禁
じ
得
ざ
る
な
り
。
〔
植
村
〕

　
　
　
　
⑭
史
學
研
究
會

例
曾
　
二
月
九
日
午
後
一
時
よ
り
丈
學
部
第
五
教
室
に
開
催
左

の
講
演
あ
り
來
笹
下
八
十
鯨
名
午
後
六
時
散
會
。
　
　
　
凱

　
一
，
宮
古
島
の
土
俗
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
墨
部
講
師
ネ
フ
ス
キ
ー
君

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
押
出
ハ
四
　
　
（
三
…
四
入
）

先
づ
岡
鶴
の
地
理
を
説
い
て
か
ら
、
島
人
の
結
婚
に
就
い
て
庚
く

夙
般
に
行
は
れ
て
る
る
風
鋼
陶
を
詳
細
に
紹
介
し
て
，
タ
ラ
マ
島
の

サ
ラ
ハ
マ
、
宮
古
本
島
の
ボ
ラ
に
存
す
る
結
婚
の
奇
曲
に
及
び
、

次
に
イ
ラ
コ
島
の
乗
瀬
で
壁
掛
蔭
暦
の
十
一
月
ミ
十
二
月
の
上
旬

S
に
行
ふ
一
種
の
紳
祭
り
を
設
い
て
、
な
は
氏
の
探
測
し
た
諺
鷲

謎
こ
の
比
量
い
部
分
を
流
暢
な
る
日
本
語
で
語
っ
た
。

　
一
、
王
朝
に
於
け
る
貨
幣
の
流
通
及
び
其
の
吉
野
的
意
禽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
西
田
直
二
郎
君

　
王
朝
に
於
け
る
黒
蝿
流
通
の
歌
は
三
途
の
古
塁
害
の
夢
見
叉
は

考
古
學
的
猛
煙
に
よ
っ
て
事
實
の
閑
明
せ
ら
る
も
の
あ
る
を
言
ひ

我
國
貨
幣
流
樋
の
初
期
に
於
て
銭
貨
が
民
衆
の
生
活
に
結
び
付
く

径
路
よ
り
土
地
ミ
貨
幣
が
資
財
こ
し
て
性
質
上
禰
異
る
も
の
あ
る

瓢
を
示
し
。
資
財
に
謝
す
る
槻
念
の
嚢
展
哨
こ
祉
會
的
事
實
の
驕
係

宗
教
信
仰
班
田
制
度
崩
壌
に
及
ぼ
せ
る
貨
幣
の
意
義
を
論
じ
た
。

　
　
　
　
趨
護
　
　
史
　
　
會

例
會
万
こ
＋
五
具
金
）
午
後
六
時
よ
り
學
生
集
會
揚
に
て

開
催
左
の
講
演
あ
り
た
り
。

　
一
、
国
命
集
の
携
述
年
代
ε
其
相
承
人
考
　
　
井
川
定
慶
君

G



　
絃
然
の
聖
駕
本
瀬
念
選
集
の
撰
蓮
年
代
起
つ
い
て
は
古
歌
浮
土

宗
側
S
眞
宗
側
ε
の
聞
に
古
事
あ
り
今
之
を
列
寵
す
れ
ば
建
久
三

年
、
同
八
年
、
同
九
年
、
正
治
年
中
、
建
仁
元
年
、
元
久
元
年
の

六
説
あ
る
も
、
仔
細
に
慶
ふ
れ
ば
建
久
九
年
．
．
正
治
年
中
満
元
久

元
揮
砂
三
説
に
な
る
・
し
て
、
各
之
を
批
評
し
た
末
建
久
九
年
を
正

し
ミ
断
ρ
、
翌
旦
そ
の
相
承
人
に
就
て
も
、
親
鷹
論
を
陣
し
て
幸

西
、
聖
光
、
澄
西
、
長
西
等
な
り
ミ
論
ぜ
り
。

　
嚇
、
朝
鮮
族
行
談
『
　
　
　
　
文
學
博
士
　
三
浦
『
周
行
君

　
歎
授
が
咋
冬
渡
鮮
踏
査
せ
ら
れ
し
花
園
倉
の
蕗
銑
の
事
よ
り
室

町
時
代
以
後
の
臼
鮮
貿
易
の
實
惜
を
説
明
せ
ち
れ
た
り
も
が
、
朝

鮮
政
府
の
我
貿
易
を
歓
迎
せ
ざ
り
し
を
麗
日
鮮
商
人
の
狡
猜
、
聴

禮
貿
易
の
内
情
な
さ
興
味
多
か
り
き
。
其
他
安
東
の
柳
成
唯
識
明

將
の
筆
蹟
髭
州
の
史
撞
櫛
等
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
潜
り
。

例
㌧
會
　
二
月
二
十
九
旧
（
金
）
午
後
六
侍
よ
の
三
生
集
受
像
に
て

瀾
催
、
左
①
講
演
及
滲
考
品
の
一
列
、
質
問
癒
答
あ
の
て
†
蒔
撒

會
せ
り
。

　
学
、
蕪
民
雫
議
起
遷
す
る
二
三
の
考
察
数
野
信
之
儲
君

識
漏
淋
か
炸
地
海
牛
給
せ
ち
れ
居
る
石
摺
の
護
に
し
て
、
そ
ρ

　
　
　
藻
九
巷
　
炸
年
の
庚
羅
蝿
理
工
器

中
に
土
煽
霊
夢
入
ミ
の
二
階
級
あ
り
，
所
謂
艇
差
の
中
に
は
浪
人

多
く
、
初
め
儒
惣
別
せ
し
も
後
却
っ
て
之
を
懐
柔
せ
る
が
如
し
。

畢
議
ば
主
に
荘
官
ミ
荘
民
ε
の
衝
突
に
し
て
、
荘
民
部
の
武
器
は

蓬
散
な
る
が
領
家
は
概
ね
百
姓
の
申
出
を
承
認
し
居
れ
り
、
蕪
園

の
所
務
は
請
負
ミ
直
配
ミ
あ
り
云
凌
。

　
一
、
最
近
に
於
け
る
欺
人
の
二
本
研
究
　
　
西
田
直
二
郎
君
”

　
近
時
の
鍬
入
の
日
本
研
究
は
、
過
去
に
於
け
る
如
く
，
軍
に
讃

美
し
、
又
は
好
奇
心
鷲
由
み
に
あ
ら
す
し
で
、
影
乾
目
に
B
本
の

艶
歌
を
知
ち
ん
・
こ
す
る
科
學
的
研
究
の
域
に
進
み
居
れ
り
。
英
稠

の
諸
新
聞
の
論
説
を
引
き
、
且
つ
近
刊
の
種
々
の
日
本
關
係
薯
蓮

小
冊
子
等
を
示
し
て
、
歓
米
に
庚
く
貯
ま
る
、
學
術
的
研
究
ε
趣

味
に
齢
す
る
著
稚
を
紹
介
し
特
に
彼
の
地
に
於
け
る
日
本
美
術
，

佛
教
美
術
、
建
架
、
浮
世
絵
…
研
究
の
献
態
及
そ
の
影
響
等
を
説
明

せ
ら
れ
た
め
Q

　
　
　
　
⑳
支
、
那
學
　
會

例
會
一
月
二
＋
五
日
午
後
六
時
よ
り
文
學
部
第
六
教
室
に
於

て
開
催
左
の
講
演
あ
り
來
會
者
三
十
…
雛
名
午
後
十
隣
散
會
せ
り
。

　
一
、
曲
腸
の
北
岳
廟
　
　
　
　
文
、
影
響
　
井
上
以
智
爲
君

　
　
　
　
　
　
　
　
陣
二
槻
　
　
　
一
山
ハ
五
　
　
（
一
二
四
九
）



　
　
　
第
九
巻
　
　
昨
年
の
史
學
漁
…
理
學
界

　
北
岳
廟
は
東
雷
廟
に
比
し
規
模
孕
に
足
ら
す
今
は
曲
陽
縣
の
農

事
試
駿
場
S
な
り
唐
碑
四
，
宋
之
明
清
碑
若
干
を
彊
存
せ
る
に
過

ぎ
ざ
る
こ
ε
よ
り
恒
山
の
位
置
に
移
動
あ
り
し
爲
北
岳
ミ
北
岳
廟

さ
の
關
係
は
早
く
宋
代
よ
り
不
明
S
な
り
要
す
る
に
北
魏
以
後
直

隷
省
の
雪
山
の
名
辮
が
西
方
へ
遷
り
た
る
も
の
な
ら
む
云
々
砥

　
嚇
、
春
秋
の
暦
に
就
て
　
　
　
理
學
博
士
　
新
城
　
新
藏
君

　
支
那
の
暦
法
が
春
秋
の
中
頃
よ
り
整
頓
せ
ら
れ
た
る
こ
ε
を
春

秋
の
書
の
上
よ
り
實
謹
せ
ら
る
・
こ
ε
を
論
じ
、
三
正
交
代
論
の

職
國
時
代
に
起
り
し
こ
噛
こ
、
漢
書
律
暦
志
左
回
の
著
者
が
既
に
春

秋
時
代
の
暦
法
に
噌
か
り
し
こ
ε
を
謹
蓮
し
杜
預
の
暦
法
研
究
等

に
論
及
せ
ら
れ
た
り
。

豫
騰
否
二
月
二
＋
三
日
午
後
四
時
よ
り
學
生
集
會
所
南
室
に

於
て
開
催
す
記
念
撮
影
後
講
演
に
入
る
Q

　
　
陸
修
静
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
畑
癒
順
君

　
陸
修
静
に
關
す
る
記
録
は
諸
書
に
散
見
し
北
諸
に
於
る
咳
唾
の

．
法
論
に
も
出
席
し
又
庇
渓
三
笑
の
扁
人
に
も
見
ゆ
る
が
此
等
の
陸

修
静
は
同
人
に
非
る
か
若
く
ば
何
れ
か
草
後
世
の
附
會
な
り
ε
考

，
謹
し
道
数
に
於
る
陸
修
静
の
位
置
に
論
及
さ
る
。

ド
患
席
者
、
狩
野
、
高
瀬
、
内
藤
，
新
城
教
授
、
羽
田
、
小
島
三

軍
授
は
じ
め
二
十
鯨
人
晩
餐
を
共
に
し
て
九
時
散
會
。

第
二
盤
　
　
　
一
山
男
山
ハ
　
（
三
五
Q
）

、
會

報

　
　
　
　
⑭
寄
贈
交
換
罫
書

國
學
院
雑
誌
三
〇
の
丁
二
・

史
皐
雑
誌
三
四
の
」
○
こ

商
業
S
経
濟
　
十
三
年

朝
鮮
史
講
座
「
　
㎞
四
・
五
・
六

、
東
洋
思
想
研
究
　
一
丁
一
二
二
三

東
洋
墨
報
　
一
三
の
三

齪
想
　
創
刊
號

経
濟
論
叢
　
一
八
の
一
・
二

龍
谷
大
墨
論
叢
　
二
五
三

史
學
　
ニ
ノ
四

目
、
霧
西
山
。
（
通
報
）
ぎ
い
掬
沼
｝
・
ω

歴
史
地
理
四
三
の
一
・
二

　
　
　
　
鯵
會
　
員
　
懸
絶

　
　
　
　
　
0
入
　
　
　
會

．
京
都
府
相
樂
郡
棚
倉
小
米
校

丁
三
五
の
「

國
墨
院
大
挙

史
　
　
墨
　
　
會

長
崎
高
等
商
業
學
校
研
究
舘

　
　
　
　
朝
鮮
史
學
會

　
　
東
洋
思
想
研
究
所

東
洋
協
曾
芸
術
調
査
部

　
　
東
洋
　
大
　
學

　
　
京
大
適
職
革
帯

　
龍
谷
大
學
論
叢
肚

　
　
三
田
史
影
回

　
　
　
殉
き
一
℃
、
監
9

　
　
日
本
學
術
普
及
町

長
　
江
　
正
　
二



香
川
縣
高
松
市
、
師
範
學
校
　
　
　
　
　
　
　
大
　
由
　
景
　
敬

東
北
帝
國
大
學
法
文
學
部
政
治
史
研
究
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
紹
介
者
　
島
田
貞
彦
）

大
阪
市
西
匠
阿
波
座
上
通
二
丁
目
十
四
「
　
室
賀
萬
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
紹
介
者
　
森
野
保
次
郎
）

東
京
市
外
大
井
町
四
九
九
五
　
　
　
　
　
　
三
　
島
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
紹
介
者
　
中
江
喬
三
）

京
都
市
上
京
塵
寺
町
通
石
藥
師
東
入
　
　
大
久
保
利
謙

　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
紹
介
者
　
三
浦
周
行
）

　
　
　
　
　
○
退
　
　
　
會

高
橋
清
之
助
　
　
井
上
通
泰
　
　
南
葵
文
庫
　
　
東
川
愛
胤

　
　
　
　
　
○
死
　
　
　
亡

原
　
勝
郎
　
　
杉
本
正
介
　
　
萩
野
由
之


